
第61期 報 告 書
2009年4月1日から2010年3月31日まで

銘柄コード ７９９９

本冊子は大豆油インキを使用しています。

株主メモ

ご注意

事 業 年 度
定時株主総会
期 末 配 当 金
受領株主確定日
中 間 配 当 金
受領株主確定日
公 告 方 法

1. 住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について
　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　 なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座管理機関である中央三井信託銀行株式会
社にお申出ください。

2. 未払配当金の支払いについて
　 株主名簿管理人である中央三井信託銀行株式会社にお申出ください。

3. 株主様のご住所・お名前に使用する文字に関してのご案内
　 株券電子化実施に伴い、株主様のご住所・お名前の文字に、株式会社証券保管振替機構（ほふり）が振替制度で指定していない
漢字等が含まれている場合は、その全部または一部をほふりが指定した文字またはカタカナに変換して、株主名簿にご登録いた
しております。このため、株主様にご送付する通知物の宛先が、ほふりが指定した文字に置換えられる場合がありますのでご了
承ください。株主様のご住所・お名前として登録されている文字については、お取引の証券会社等にお問い合わせください。

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月

毎年3月31日

毎年9月30日

電子公告
※ やむを得ない事由により電子公告をする
ことが出来ない場合には、「日本経済新聞」
に公告いたします。

　http://www.mutoh-hd.co.jp

株主名簿管理人

郵便物送付先

（電話照会先）

東京都港区芝三丁目33番1号
中央三井信託銀行株式会社
〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
中央三井信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-78-2031（フリーダイヤル）
取次事務は中央三井信託銀行株式会社の全国各
支店ならびに日本証券代行株式会社の本店およ
び全国各支店で行っております。



　株主の皆様には、日頃より格別のご高配
を賜り厚くお礼申し上げます。
　ここに第61期報告書をお届けいたします。

＜社長あいさつ＞
　一言ご挨拶申し上げます。
　私、早川信正は本年2月1日、代表取締役
社長に就任いたしました。
　皆様の熱いご期待を胸に、
　事業基盤の強化・拡大と確固たる「MUTOHブランド」の確立を目指して
攻めの経営を展開してまいります。
　皆様におかれましては、一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申
し上げます。

常に革新し
挑戦を続け

社会に貢献する

基 本 方 針
■ごあいさつ

■事業の経過および成果のご説明

代表取締役社長

早 川  信 正

連結決算ハイライト

○連結売上高
　　　　　　　　　第61期

○連結営業利益
　　　　　　　　　第61期

○連結経常損益
　　　　　　　　　第61期

○連結当期純損益
　　　　　　　　　第61期

○連結総資産額
　　　　　　　　　第61期

○連結純資産額
　　　　　　　　　第61期

21,997 百万円

354 百万円

325 百万円

217 百万円

28,789 百万円

19,018 百万円

第58期
28,752百万円

第58期
1,962百万円

第58期
2,068百万円

第58期
1,073百万円

第58期
29,723百万円

第58期
18,744百万円

第59期
30,416百万円

第59期
3,022百万円

第59期
3,210百万円

第59期
1,802百万円

第59期
30,964百万円

第59期
20,084百万円

第60期
26,338百万円

第60期
951百万円

第60期
1,394百万円

第60期
604百万円

第60期
28,301百万円

第60期
18,880百万円

次期の
業績予想

アジア新興諸国の好調な経済環境に牽引され、緩やかながらも回復傾向を示している世界経済ではありますが、
依然として日本・欧米諸国における経済環境は不透明な状況であります。このような状況下において、当社グ
ループは、積極的に海外展開と新製品の投入を加速させ、さらなるMUTOHブランドの拡大と、収益の向上に
努めてまいります。

単位：百万円

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
連 結 業 績 予 想 25,000 550 550 270

当期事業別セグメント
売上高（百万円）

情報画像関連機器事業

不動産賃貸事業ならびにその他の事業

情報サービス事業

・第61期 21,997  百万円

・第60期 26,338  百万円

・第59期 30,416  百万円

2,048 3,236

16,713

3,268 3,553

19,516

3,786 3,698

22,931

　当連結会計年度における経済環境は、金融不安から端を発した景気低迷は、各国の積極的な景気刺激策により緩や
かながら回復傾向にあるものの、欧米先進諸国における回復速度は鈍く、依然として不透明な環境にある中、中国を
中心としたアジア新興諸国においては堅調な成長を維持し、世界経済の牽引役として大きな存在感を示しております。
　このような状況の中、当社グループは継続したコストダウン活動ならびに在庫削減等に注力し、利益体質の向上に
努めてまいりましたが、情報画像関連機器事業でアジア新興諸国向けの輸出が年後半において堅調に推移したものの、
不動産賃貸事業を除く情報サービス事業およびその他の事業も同様に設備投資の抑制、雇用環境の悪化、個人消費の
冷え込み等、国内外の景気低迷の影響を大きく受けることとなりました。
　以上の結果、当連結会計年度における連結経営成績は、売上高219億97百万円（前年同期比16.5％減）、営業利
益3億54百万円（前年同期比62.7％減）、経常利益3億25百万円（前年同期比76.6％減）、当期純利益では2億17
百万円（前年同期比63.9％減）となりました。
　なお、当連結会計年度において情報画像関連機器事業では、アジア新興諸国をターゲットとして海外戦略の強化を
推し進め、年後半において同地域での営業、サポートの強化を図り、MUTOHブランドの恒久的維持・拡大を目指す
とともに、顧客満足度の向上を目的として、香港・シンガポール・オーストラリアの各地に新たな拠点（＝子会社）
を設立いたしました。当該拠点は次年度以降大きな戦力に成長するものと考えております。
　最後に期末の配当につきましては、現時点における不安定な景気動向ならびに経営環境を鑑み、事業基盤の充実と
財務体質の強化が急務と認識しており、安定的な黒字体質の定着を図った上で、実施いたす所存でおります。
　早期の復配と継続的な配当に向け、グループ一丸となり経営戦略を展開してまいります。
　よろしくご理解の程、お願い申し上げます。
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大判インクジェットプリンタを中心と
した情報画像関連機器事業においては、
堅調な経済環境を背景として、アジア
地域では前年を上回る結果を示しまし
たが、他地域では総じて前連結会計年
度より続く世界的経済不況の影響を受
け、加えて、当初計画に対して新たな
拠点設立費用と開発費の増加等により

売上高167億13百万円（前年同期比14.4％減）、営業利益1億55百万
円（前年同期比68.6％減）となりました。

国内経済の長引く景気
低迷を背景にして、情
報システム投資の抑
制に伴うCADシステ
ムの販売低迷および
案件の減少は顕著で
あり、加えて、コスト
ダウン要求による単価
の下落等の影響から、売上高20億48百万円（前年同期比37.3％減）、営
業損失87百万円（前年同期は47百万円の利益）となりました。

不動産賃貸事業においては、堅調に
推移しており、売上高8億41百万円
（前年同期比6.1％増）、営業利益4
億94百万円（前年同期比16.3％増）
となりました。その他の事業におい
ては、事業拡大に向け、「LED関連
商品」など環境関連商品を継続的に
投入するなど拡販に努めてまいりま
したが、コンシューマ向け物販事業
においては国内景気低迷による個人
消費伸び悩みの影響を大きく受ける

こととなり、売上高23億95百万円（前年同期比13.2％減）、営業利益
3百万円（前年同期比96.3％減）となりました。

16,713百万円

76.0% 国内

その他の
地域

アジア

ヨーロッパ

北アメリカ

地域別売上高構成

3,236百万円

14.7%
その他

設計製図機器

光学式計測器スポーツケア用品

不動産賃貸

事業別売上高比率

2,048百万円

9.3%

事業セグメントの概況

情報画像関連
機器事業

情報サービス
事業

不動産賃貸事業
ならびに
その他の事業

▶昇華転写プリントとは……
パソコンで作製した絵柄を昇華インクを搭載し
たインクジェットプリントで転写紙にプリント。
それを生地にヒートプレスで加熱・加圧します。
インクが昇華（ガス化）し、生地の繊維に入り込
んで染めます。
生地自体の風合いを残しながら、鮮やかな画像
が得られます。

昇華転写プリンタVJ-2628TDを発表

ユニフォーム等

ネクタイ
Tシャツ等

スポーツ＆ケアを合言葉にスポーツテーピングで好評な「Finoa（フィ
ノア）」に、新しいカテゴリー『パワーインソール』が加わりました。
運動力を最大限に引き出し、スポーツシーンをリードします。

「Finoa」からパワーインソールを発表

限界を踏み越えろ！

MUTOHでは、平行定規やドラ
フターを永年にわたり教育現場
に提供してきました。

教育向けソリューション

MUTOHなら
教育カリキュラムがすべて揃います。

①手書きで設計の基礎を学ぶ

将来さまざまな企業に就職し、技術者と
して製品づくりをする現場では、CAD
が導入されています。

②CADによる設計作業を学ぶ

3次元CADは、さらなる設計作業の効
率化がどのように実現できるのか、先端
プロセスを学ぶことができます。

③デジタルプロトタイプを体験し学ぶ

2D CAD 3D CAD

ファイリング
データマネジメント

エンタープライズ
システム統合

外部プロセスとの統合

ワークグループプロセス

スキャナ・
プロッタ
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今年は『3D元年』といわれています。映画『アバター』をはじめ、
3Dテレビや3D絵本などさまざまなものがメディアで紹介されています。
MUTOHが紹介するZコーポレーション製　3Dプリンタも多くのメ
ディアに取り上げられ注目を集めています。

■3Dプリンタとは…
3次元CADなどのデータから立体的なものを印刷する装置で、
・石膏などパウダーを使用した「粉末固着方式」
・ アクリル系硬化樹脂を使った「インクジェッ
ト紫外線硬化方式」
・ABS樹脂を使った「熱溶解積層方式」
があり、Zプリンタは「粉末固着方式」を採用。
薄く引き延ばした粉末の層にインクジェット
のプリントヘッドで液体接着剤を塗布し積層
します。

■用途
3次元CADで作製されたイメージモデルは、
外観形状や色合いなどの確認・量産部品への
組み付けや可動部などの確認・建設物の外観や建築物の間取り確認などその用途は、広がりつづけています。

7年に1度の大祭
「御柱祭」

諏訪地方は大変な
盛り上がりです

― 3D元年 ―
3Dプリンタってなんだ!!

そのような中、MUTOHのプリンタもお手伝い!!
諏訪工場から程近い諏訪大社では、現在、秋宮拝殿の修復工事が行われ、
2010年9月まで続きます。
修復工事の中、拝殿では味気ない無地の工事シートに覆われてしまい、
『せっかく参拝に訪れた観光客もがっかりされるのでは……。』との思
いから、諏訪大社より「無地の工事シートに拝殿の大型写真を出力し
て欲しい」との協力依頼をいただき、早速、諏訪工場開発センターに
て出力、提供いたしました。
施工作業の模様は地元ケーブルテレビ・地元紙等で紹介され大きな反
響を呼んでいます。

サイズは、
高さ10メートル、
長さ20メートル。
9枚のシートに分け
て出力しています。

本物の諏訪大社　秋宮の拝殿 写真を出力した工事シートの拝殿

ZPrinter 650

粉末固着方式の造形プロセス

諏訪工場開発センターでの出力作業

トピックス
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売上高の推移（単位：百万円）

10,000 20,000 30,000

1,000 2,000 3,000

1,000 2,000 3,000

営業損益の推移（単位：百万円）

経常損益の推移（単位：百万円）

当期純損益の推移（単位：百万円）

0

0

2,0001,5001,0005000

30,416

3,210

3,022

1,802

第59期

26,338第60期

第59期

951第60期

第59期

1,394第60期

第59期

604第60期

21,997第61期

354第61期

325第61期

217第61期

0

■連結貸借対照表 （単位：百万円） （単位：百万円）

期　別
科　目

当　　期
平成22年3月31日現在

前　　期
平成21年3月31日現在

期　別
科　目

当　　期
平成22年3月31日現在

前　　期
平成21年3月31日現在

資産の部 負債の部

流動資産

現金及び預金

受取手形及び売掛金

たな卸資産

その他

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

投資有価証券

その他

17,508

7,449

4,568

4,815

674

11,281

9,134

741

1,405

714

691

16,583

4,960

4,742

6,095

785

11,718

9,533

857

1,326

576

749

流動負債 5,656 5,472
支払手形及び買掛金 3,375 2,897
短期借入金及び一年以内返済予定の
長期借入金 115 249

その他 2,164 2,324
固定負債 4,114 3,949
長期借入金 309 340
その他 3,805 3,608

負債合計 9,770 9,421
純資産の部
株主資本 20,137 19,921
　　資本金 10,199 10,199
資本剰余金 4,182 4,182
利益剰余金 8,061 7,843
自己株式 △ 2,305 △ 2,303

評価・換算差額等 △ 1,713 △ 1,600
少数株主持分 594 558
純資産合計 19,018 18,880

資産合計 28,789 28,301 負債・純資産合計 28,789 28,301

■連結損益計算書 （単位：百万円）

期　別

科　目

当　　期
自 平成21年 4 月 1 日
至 平成22年 3 月31日

前　　期
自 平成20年 4 月 1 日
至 平成21年 3 月31日

売上高 21,997 26,338

営業利益 354 951

経常利益 325 1,394

税金等調整前当期純利益 418 1,176

当期純利益 217 604

■連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

期　別

科　目

当　　期
自 平成21年 4 月 1 日
至 平成22年 3 月31日

前　　期
自 平成20年 4 月 1 日
至 平成21年 3 月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,979 1,108
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 241 △ 965
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 189 △ 951
現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 101 △ 397
現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額 2,446 △ 1,207
現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 4,960 6,167
現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高 7,407 4,960

■事業セグメントにおける連結会社

事業区分 会社名

情報画像関連機器事業

武藤工業㈱・㈱ムトーエンジニアリング・ムトーベルギー社・
ムトードイツ社・ムトーアメリカ社・SEグループ社・
武藤工業香港有限公司・ムトーシンガポール社・
ムトーオーストラリア社

情 報 サ ー ビ ス 事 業
武藤工業㈱
ムトーアイテックス㈱

不 動 産 賃 貸 事 業
MUTOHホールディングス㈱・㈱ムトーエンジニアリング
㈱ムトーエンタープライズ

そ の 他 事 業
㈱ムトーエンジニアリング
㈱ムトーエンタープライズ

（注）  ムトーヨーロッパ社は平成22年5月に、社名をムトーベルギー社へ変更しております。

■連結株主資本等変動計算書　当期（自 平成21年4月1日　至 平成22年3月31日） （単位：百万円）

株主資本 評価・換算
差額等合計

少数株主
持分 純資産合計資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成21年3月31日残高 10,199 4,182 7,843 △ 2,303 19,921 △ 1,600 558 18,880
連結会計年度中の変動額
　当期純利益 217 217 217

　自己株式の取得 △ 2 △ 2 △ 2

　株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額（純額） ー △ 112 35 △ 77

連結会計年度中の変動額合計 ー ー 217 △ 2 215 △ 112 35 138
平成22年3月31日残高 10,199 4,182 8,061 △ 2,305 20,137 △ 1,713 594 19,018

連結財務諸表
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商 号 

設 立 

資 本 金

本 社 事 務 所 
 

主な事業内容

ホームページ

MUTOHホールディングス株式会社 
（英文社名　MUTOH HOLDINGS CO., LTD.）

1952年3月5日 
（創業：1942年12月）

101億99百万円

東京都品川区西五反田七丁目21番1号
第5TOCビル

Tel.03-5740-8700（代）

グループ会社の経営管理及び資産管理

http://www.mutoh-hd.co.jp

MUTOHグループ会社

国内子会社

　・武藤工業株式会社 

　・株式会社ムトーエンジニアリング

　・株式会社ムトーエンタープライズ

　・ムトーアイテックス株式会社

海外子会社

　・MUTOH AMERICA INC.

　・MUTOH BELGIUM nv 

　・MUTOH DEUTSCHLAND GmbH

　・SE Group S.A.

　・MUTOH HONG KONG LTD. 

　・MUTOH SINGAPORE PTE.LTD. 

　・MUTOH AUSTRALIA PTY.LTD.

（注）   MUTOH EUROPE nv は平成22年5月に、社名をMUTOH BELGIUM nv 
へ変更しております。

取 締 役 会 長

代表取締役社長

髙　 山　 允　 伯

早　 川　 信　 正

取 締 役

取 締 役

取 締 役 

常 勤 監 査 役 

監 査 役

監 査 役

矢 田 裕 治

アーサー・バンハウテ

髙　 山　 芳　 之

竹 田 晶 信

中　 野　 浩　 樹

國　 峯　 信　 成

■ 発行可能株式総数 170,000,000株

■ 発行済株式総数 54,818,180株

■ １単元の株式数 1,000株

■ 株主数 4,374名

◆所有株式数別分布状況

個人・その他
32.08％
4,024名

外国法人等
5.12％
49名

証券会社
1.15％
26名

その他の法人等
46.89％
243名

金融機関
14.76％
32名

1単元未満
0.80％

 1,693名

1,000単元以上
63.38％

9名

500単元以上
4.88％
4名

100単元以上
9.52％ 
27名

1単元以上
6.40％
2,114名

5単元以上
2.79％
255名

10単元以上
7.81％
236名

50単元以上
4.42％
36名

◆所有者別分布状況

■ 大株主の状況
株　主　名 所有株式数（株） 持株比率（％）

TCS ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 13,200,000 28.69
MUTOHホールディングス協力企業持株会 2,880,958 6.26
武 藤 　 洋 2,288,514 4.97
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,121,399 4.61
武 藤 栄 次 1,800,586 3.91
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

（中央三井アセット信託銀行再信託分・CMTB
エクイティインベストメンツ株式会社信託口）

1,457,000 3.17

ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ  
ロンドン エス エル オムニバス アカウント 1,126,000 2.45

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 1,059,000 2.30
武 藤 郁 子 888,603 1.93
ユ ニ シ ス テ ム 株 式 会 社 669,000 1.45

（注）  1.  当社は自己株式8,811,839株を保有しておりますが、上記「大株主」
からは除いております。

 2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

会社の概要（平成22年3月31日現在） 株式の状況（平成22年3月31日現在）

▪役員（平成22年6月29日現在）
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